（別紙２）
住宅の増築により、既存浄化槽の容量に不足が生じる場合の取扱いについて(緩和)

一戸建ての住宅の増築により既存浄化槽の容量に不足が生じる場合に下記の条件を満足する場合、申し出により既存浄化槽の使用を可能とする取扱いをします。
１．一戸建ての個人の持ち家住宅であること。

２．既存が合併処理浄化槽であること。
３．既設の浄化槽の機能は正常に運転され、水質等に問題がないものであること。（維持管理表、水質検査表等によりチェック必要）
４．居住人員が既存浄化槽規模以内であること。

５．居住人員が浄化槽規模を超える場合や、使用状況等の変化により水質に支障が生じた場合は速やかに取替え、または改善する旨を書面にて明らかにすること。
６．本来のJIS算定により容量が不足していること、使用については特に水質等に支障が生じないよう、充分理解されるものであること。
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増築における既存合併処理浄化槽について（申し出）

今般、申請の四日市市　　　　　　　　　　　　　　　　　　に住宅を増築するにあたり、JIS算定基準表では　　　人槽が必要となりますが、既存合併処理浄化槽は　　　人槽となっており容量に不足が生じます。しかし、別添資料のとおり、既存浄化槽の機能は正常で水質等に問題はなく、また、居住人員も　　　人で既存浄化槽規模以内であることから、既存浄化槽にて建築確認をお願いします。
なお、居住人員が浄化槽規模を超える場合や、使用状況等の変化により水質に支障が生じた場合は速やかに取替え、または改善いたします。

